
書名 著者

『学力観を問い直す 国語科の資質・能力と見方・考え方』 藤森裕治 著

『教師の学び方』 澤井陽介 著

『学習科学ハンドブック〔第二版〕 第３巻 R.K.ソーヤー 著領域専門知識を学ぶ／学習科学研究を教室に持ち込む』

『中学校 新学習指導要領 ポイント総整理』 東洋館出版社 編

第112期教育研究員が、研究所での6ヶ月間の研究
成果について、検証授業での様子を交えて報告いたし
ます。
○期 日 9月２6日(木)15:00～
○場 所 那覇市厚生会館３階多目的ホール
○研究員 宇禄 真由美（城北こども園教諭）

喜久山 聰子（若狭小学校養護教諭）

９月より、教職２年目研修（各教科）、中堅教諭等資質

向上研修（道徳科、特別活動）の研究授業が始まります。

また、10月より、道徳科、特別活動に取り組む、教職３

年目研修の研究授業も始まります。これまでの授業実践

を踏まえ、自己の課題の解決を目指して授業を実施し、

指導主事や教科指導員等による助言を受けることになり

ます。校長先生、教頭先生には、校内での御指導、調整

等でお世話になります。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

２日 (月) 標準学力課題改善研修会【中】（厚）

３日 (火) 学級づくり講座Ⅱ（研究所）

４日 (水) 標準学力課題改善研修会【小】（厚）

５日 (木) 第10回 初任者研修【模擬授業】

11日 (水) 中学校・情報教育研修会（研究所）

12日 (木) 小学校・情報教育担当者研修会（研究所）

17日 (火) タブレット端末活用講座（研究所）

18日 (水) 授業づくり講座Ⅱ（研究所）

19日 (木) 初任研指導教員等連絡協議会（厚）

26日 (金) 第110期 成果報告会・修了式（厚）

第６号
令和元年９月１日発行

所長 所長 平安山 敏和

「
学
力
向
上
に
係
る
研
修
会
」
～
橋
谷

由
紀

教
授

講
演
～

所
長

平
安
山

敏
和

一
学
期
後
半
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
園
・
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
の
賑
や
か
な

声
で
、
活
気
に
溢
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

教
育
研
究
所
で
は
、
夏
休
み
中
に
法
定
研
修
、
各
種
経
年
研
修
、
授
業
実
践

講
座
等
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
種
講
座
に
も
多
く
の
先
生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
校
内
研
修
会
へ
の
指
導
主
事
要
請
も
多
く
、
先
生
方
の
真
摯
に
学
ぶ
姿

勢
や
意
欲
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
先
生
方
の
授
業
力
向
上
に
向
け
て
、

研
修
会
・
講
座
の
実
施
及
び
指
導
助
言
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
八
月
二
十
一
日
に
日
本
体
育
大
学
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
の
橋
谷
由
紀
教
授
を
招
い

て
「
学
力
向
上
に
係
る
研
修
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
生
か
し
た

学
級
づ
く
り
」
の
演
題
で
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ご
講
演
の
後
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
「
今
後
の
学
級
経
営
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
旨
の
感
想

を
頂
き
ま
し
た
。
講
演
を
振
り
返
り
、
特
に
若
手
教
員
の
皆
様
に
日
々
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

事
項
を
左
記
に
示
し
ま
す
。
今
回
の
研
修
会
が
、
市
内
教
員
の
指
導
力
と
、
職
務
に
対
す
る
さ
ら

な
る
意
欲
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

１

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
生
か
し
た
学
級
経
営
の
必
要
性

⑴
学
級
経
営
の
質
的
な
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
」
を
意
識
し
、
学
校
の
考
え
を

明
ら
か
に
し
て
、
意
図
的
・
計
画
的
・
組
織
的
な
指
導
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要

⑵
学
級
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
主
な
原
因
の
把
握

（
１
０
２
学
級
の
調
査

複
数
回
答
の
上
位
）

①
教
師
の
柔
軟
性
の
欠
如

②
子
供
の
授
業
内
容
へ
の
不
満

③
い
じ
め
へ
の
対
応
の
遅
れ

④
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
反
映
不
足

⑤
特
殊
な
教
育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
供
が
い
る

⑥
学
校
と
家
庭
の
信
頼
関
係
が
築
け
て
い
な
い

⑦
必
要
な
教
育
を
家
庭
で
受
け
て
い
な
い
子
供
が
い
る

⑧
校
内
で
の
研
究
や
実
践
の
成
果
が
学
級
で
生
か
さ
れ
な
か
っ
た

⑶
学
級
づ
く
り
に
は
ゴ
ー
ル
・
ル
ー
ル
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
組
織
・
（
学
級
の
）
文
化
す
べ
て
を
意
識
し
た

特
別
活
動
の
実
践
が
不
可
欠
。

※
ル
ー
ル
と
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
（
規
律
の
あ
る
学
級
に
は
よ
い
信
頼
感
・
関
係
性
が
あ
る
）

２

よ
い
学
級
づ
く
り
の
た
め
の
教
師
の
留
意
点

⑴
教
育
力
の
高
い
学
級
と
は
ど
ん
な
学
級
か
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
。

※
支
え
合
い
、
学
び
合
い
、
高
め
合
う
学
級

⑵
ど
ん
な
学
級
が
良
い
学
級
か
理
解
し
て
い
る
こ
と
。

※
す
べ
て
の
子
供
が
幸
せ
を
感
じ
る
学
級
。（
愛
さ
れ
・
褒
め
ら
れ
・
役
に
た
つ
）

⑶
苦
し
い
と
き
も
あ
る
が
楽
し
い
学
級
で
あ
る
こ
と
。

※
「
苦
楽
し
い
」・
（
遠
藤
周
作

談
話
よ
り
）

⑷
家
庭
的
・
遺
伝
的
に
子
供
が
抱
え
て
い
る
不
利
な
要
素
を
帳
消
し
に
で
き
る
指
導
力
の
あ
る
教
師
で

あ
る
こ
と
。

⑸
集
団
活
動
の
す
べ
て
が
学
級
目
標
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
子
ど
も
に
も
意
識
さ
せ
て
い
る
こ
と
。

※
学
校
教
育
目
標
・
学
校
経
営
方
針
が
反
映
す
る
学
級
経
営

⑹
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
意
識
し
、
今
の
学
び
が
将
来
ど
う
役
に
立
つ
の
か
を
子
供
に
も
理
解
さ
せ
て

い
る
こ
と
。

⑺
一
人
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
ち
を
意
識
し
た
学
級
経
営
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑻
多
面
的
、
多
角
的
に
子
共
を
見
る
学
級
経
営
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※
子
供
の
性
格
・
学
習
・
生
活
・
家
庭
環
境
・
友
人
関
係

e
tc
.

⑼
居
場
所
づ
く
り
よ
り
一
人
一
人
の
役
割
作
り
を
重
ん
じ
、
一
人
一
人
の
役
割
が
あ
る
こ
と
。

⑽
保
護
者
の
考
え
方
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
。

※
保
護
者
は
知
識
だ
け
を
求
め
て
い
な
い
。

⑾
学
級
が
荒
れ
始
め
る
初
期
の
段
階
を
察
知
で
き
る
こ
と
。

※
不
適
切
な
行
い
を
す
る
子
供
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る
構
図

⑿
教
員
は
教
育
の
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
。

 

 


